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電子廻折高温カメラの一方法と共の結果叫

〈第二識:粉i盟国変化織の表面に就て〉

A Method fol' Elcctl'OIl Di任l':~ction utmol'llo Ilot High 1'm川地r川urc.

P:tl.t II. Onもhc. Surbee of Powtl剖'ct1111011 Oxide. 

(昭和 22年 3月 20日受)o!!D

山口成人

自higdoY凡nmgl1c!.I

緒言身者・は前報告に於--c，電子廻折前JI阻カメラの方法を報告した.本報Ftでは此の方法に

依って磁性般化鵠 (]<'caO.j)を取扱った結よI!を辿べる.

費験.試料の調製は，前報合に於けやニッケルの場合と殆んど同様である.卸ち， ~iJ\料1~H撞

般電気櫨Dプイラメント(タングステン線事:!4)に，硝般織の樟溶液を附活，乾燥，熔接する乙

とに1kつτ，電子廻折月Jit~肢を作った.

電二r担折r，';~I形の観測は，主i毘 (150()) 及び、 ;;000 - 60υ。cに於て行った.廷の結拠は， 2r~ ・去，

;r~-r同 1<:/)ミされる， 自Pち， 買ー本rft(10 

-.r， mm lIg税!支)， GOOo。近傍では，

硝般践の溶液から磁性酸化鍛が安定に

得られるととが知，れる.Fca04の幸tflh

は，手¥'1々 結f-(gl'山1)の大きいものが

存在する如きデパイーシエラー識を奥

へた.温度を鑓化させ℃の視iJllJに於て

物質‘の皆化iま認められたかった. ?~し

し~_JJL1L

Lf一一 」f111J 
し
第 闘

.500'C 

或る特定の廻折環の廻折強度の艶化はり111まに認められた(第一九~~--~刷参照J

第 表

dob3 dx hlh~h3 Iot沼(15・) 1 oh.~ (50ぴ)

4.8A 4.85 w 

3.0 2.97 2:1。 w w 

2.53 2.53 311 v.s v.s 

2.10 2.10 400 W w 

1.63 1・61 日 111 

1.48 1.48 440 rn 111 

1.28 1.28 533 W W 

1.10 1.09 553 111 111 

0.970 0，.970 751 w 、v
0.858 0.858 844 、v w 

長) 踊媒研究所報告第 29鋭

1) 者者:日本化翠曾誌， 68秩 7競琵表議定
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媒飼

dObs: Fe304から木報'告で観測された国間隔

ux: X線デF タ (1938，H阻 awaJ古)
hlh~h3: ミラ F指数

Iobs(l5・):室温に於ける電子迦折強度

Iobs(500つ500・Cに於ける電子廻折強度
Fe30.妥結品:‘cubic，a = 8.37 A 

考察.imt度の費化に伴う或る特定の廻折環の強度に就いて考察1"る.第一報でも述べた様に，

結晶に依る x線の廻折の強度の温度密化は， Debye， ¥V:tller等に依t，理論的に表式されてゐ

る.それに依れぽ，廻折強康は温度上昇に作ふ核拡忍Jのために，温度上昇と共に弱<IJ:る.

Fe304結品からの 15.及び 500.0t亡於ける廻折圃形を比較しながら，ながめてみる時t'CC第

一岡，第一表参照)， (111)及び (333)廻折は，其の強度が温度上昇左共に弱くなってゐる.

共の他の担折の強度は，大凡そ艶化がない.此の事は，乾板上の近接した廻折設に注目すれば，

明瞭に認められる.

営然考へられる事は，結晶の表団の Bragg居からの廻折強度は，結晶の内部からの Bragg暦

からの廻折強度よりも，比較的低温度で弱くな F

るととである.何故主主れば，表面白に於ける原子

は，内部に花る原子よりも，おり容易に振動す
3ド3

るι考仏、られるからである 〈第二闘参照) 従

って，逆に 50ぴC程度で既に弱<1'J:る按;J:廻

折!llill吏を奥へる Br:tgg府は，表に在ると推論

の如く (111)面であると結論される.自然産の鏡物マグネタイト

の翠結晶立 正八面瞳の結晶形を有ってをり， 其の境開面は，

(111)面である.自Pち，マグネタイトは， (111)商を境開面とL

て生成される性質をも9てゐる.此の事と，本報告の結識とはー

.設する.

結論'粉盟結品の表面の原子配列を知るととは種々の場合に

必要である.例へは・，粉躍蝿媒に於て然うでるる.本報告に於

ける酸化銭は，アムモニア合成用縄媒である.燭媒表面の構造を

知るための一方法として r電子廻折岡形の温度聾北の観測に

される.結晶内部の Bragg.厨からの廻折強度は 5ω。C程度では未だ，観測にかかる程， .~~く

みら主主い.

以上の考察から，本報告に於ける Fe304結晶の境問面は第三園

.!-:J>娠動
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吋最も簡単な模型の時の鋤it/111 /I=-L，; ~~て興へらる.此の時の恥oke 0)鴎 kI主，表面原
211' 7n 

子}こ針してより，結晶内部の原子に就1，、てが，・大きいと多へられる.
骨骨) lE八回箆のー漣約 lcmのマグネタイトを北海道大明王型事務長鈴イミ椋f率二企が著者に提供された.
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電子廻折高温カメラの一方法と其の結果

於τ，比較的低い温度で，既に廻折強度が弱くなる様完工廻折設に相営ずる Bragg暦が，表面に

存在するJ(第四圃参照〉と結論する方法を，著者は本報告で提出する.然し，今後の研究に依っ

て，諸物質に就いて，此の事は，例聾されねぽならぬ.

制
~ 

!表面8吻暑
温度

第四囲

本研究は.筋媒研究所長小熊数援.堀内教授.堅振第八十一小委員曾委員長(岩瀬教授).也畢研(班長水島

教授)，墜研(飯高教授〉の御厚意の下で行はれた.
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